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提言にあたって 第7グループ【子育て・教育分野】

ҭ෼ڭ・たち第�グループでは、子ҭてࢲ
໺について、メンバーのؔ৺や՝୊ҙ識をも
とに、「ֶڭߍҭのॆ実」「อҭ・子ҭてࢧԉ
サービスのॆ実」「子どもの݈શなҭ੒ࢧԉ」
の�つをテーマにબͼ、ٞ࿦をॏͶました。
ۙ೥、ࣾձのଟ様化やICTのٸ速なൃలな
どをഎܠに、ߋなるڭҭの࣭の向上がٻめら
れています。
また、共ಇきの૿Ճやগ子化、஍Ҭのつなが
りのرബ化、子ҭてՈఉのݽ立などにより、
子ҭてࢧԉのॆ実や子どもの݈શなҭ੒ࢧԉ
がٻめられるようになっています。
新型コロφ΢イルス感છ঱の֦大は、これ
らのࣾձ変化や՝୊に一૚のഥ車をかけるも
のであり、ࢲたちはこうしたঢ়گを౿ま͑、
ఏݴの࡞੒に౰たりました。
ಠࣗ۠ߓ、のテーマでは「ҭのॆ実ڭߍֶ」
の先ਐ的なֶͼをల։することで一人ͻとり
の子どものੑݸを৳͹し、఻౷จ化を大੾に
する生きるྗをҭΉとともに、子どもたちが
たくましさや༏しさを持ち、҆৺してֶߍに
通うことができるまちの実現を目ࢦし、ٞ࿦
を行いました。
子どもたちが໋の大੾さを知り、ޓいをࢥ
いやるಓಙ感やྙ理؍をֶशするͩけでな
く、大人が子どもにߋにدりఴい、共にֶͼ
੒௕していくようなڭҭをਪਐしていくこと
ができるよう、औ組を͑ߟました。
「อҭ・子ҭてࢧԉサービスのॆ実」のテー
マでは、୭もが҆৺して子ҭてできるよう、
஍Ҭがつながり、۠ߓಠࣗのࢧԉが行き౉る
まちの実現を目ࢦし、ٞ࿦を行いました。

ڧԉや助੒の情報ൃ信のࢧならではの۠ߓ
化、อҭԂ・༮ஓԂのอҭの࣭の向上に向け
たऔ組、ITを活用したอҭ࢜・อޢ者のෛ୲
、について話し合い、೰みやෆ҆を๊͑ݮܰ
困っているอޢ者の੠をडけࢭめ、ԉ助して
いくことができるよう、औ組を͑ߟました。
「子どもの݈શなҭ੒ࢧԉ」のテーマでは、
いに助け合ޓ的で҆৺・҆શにա͝せて߁݈
うとともに、஍Ҭࣾձの中で۠ߓのྺ࢙จ化
に৮れながら、子どもがੑݸを৳͹すことの
できるまちの実現を目ࢦし、ٞ࿦を行いまし
た。
大人が子どものओ体ੑをଚॏすることや、

いじめ・ͻきこもりを理ղするಇきかけを行
うこと、஍Ҭとの࿈携等により子どもが݈߁
的で҆શにډられる場所をつくるऔ組のਪਐ
について͑ߟました。
一方で、อޢ者やֶߍ、行੓ͩけでは、ࢲ

たちの͛ܝたఏݴを実現することはできませ
ん。஍Ҭ、ا業、N10などをؚめ、஍Ҭࣾձ
શ体で、ڭҭ・子ҭてをサϙートしていくこ
とがॏ要であり、۠ߓが͛ܝるࢀըとڠಇの
理念を、一૚ਪਐしていくことが必要ͩとߟ
͑ています。
ըに൓映ܭຊج۠ߓがݴたちは、このఏࢲ

され、۠ߓが、子どもたちが҆৺してֶͼ、
ҭ環ڭを৳͹しながらҭつことができるੑݸ
境を実現するとともに、஍Ҭશ体で͑ࢧ合い
ながら、୭もが৺๛かに子ҭてができるまち
になることをئっています。
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
ҭͷॆ࣮ڭߍֶ

•໋の大੾さを࠶ೝ識し、ಓಙڭҭ・ྙ理ڭҭを高め、コミュニέ
ーションྗを向上させることのできるڭҭをॆ実させる

•子どもにӨڹを༩͑るपғの大人にରし、子ども΁の理ղをਂめ
るためのֶͼのػձをॆ実させる

•生きるྗをҭみ、高め、一人ͻとりのੑݸをଚॏし৳͹す能ྗ։
ൃをਪਐする

ʲςʔマ�ʳ
อҭɾࢠҭͯࢧԉ
αʔϏεͷॆ࣮

•҆৺して子ҭてできる۠ߓならではのࢧԉや、助੒にؔする情報
ൃ信をڧ化する

•۠内のอҭԂ・༮ஓԂのอҭの࣭の向上のため、Ԃのऔ組を共
༗していく

•อҭにू中できる環境にするために、ITなどを活用した業務のޮ
཰化をਐめ、อҭ࢜やอޢ者のෛ୲ܰݮをਤる

ʲςʔマ�ʳ
Ͳ΋ͷ݈શͳࢠ
ҭ੒ࢧԉ

•子どものओ体ੑをଚॏするように、大人がॊೈにର応する	
•いじめ・ͻきこもり΁の理ղをਂめ、子どものࣾձੑをҭみ、ࢧ
ԉが必要なՈఉ΁のέアや஍Ҭでのݟकりをਪਐする

•ຽ間ࢪઃの活用や஍Ҭと࿈携をਪਐし、子どもの݈߁的で҆શな
場所をつくるډ

۩ମతͳऔ૊
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
（1）「港区独自の先進的な学びを展開することで一人ひとりの子どもの個性を伸ばすと共に、

伝統文化を大切にする生きる力を育むまち」
（2）「地域や大人が道徳観や倫理観を教え、子どもたちがたくましさや優しさを持ち、安心

して学校に通うことのできるまち」
఻౷やจ化の๛かな஍Ҭである一方、様々なࠃ੶の外ࠃ人がॅډし、ଟくの大使ؗや外
ҭをਪਐし、子ڭならではの۠ߓ৭๛かでもあるࡍࠃ、業などが立஍するなどاܥࠃ
どもがओ体的にֶͼ、ؔੑ܎を大੾にし、一人ͻとりのੑݸをଚॏし合͑るࣾձの実
現を目ࢦす。
๛かなಓಙ؍やྙ理؍を਎に付け、҆৺して、のͼのͼとա͝すことのできるまちを
目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
ࣾձのଟ様化やICT環境のਐาによるڭҭ情報化のਪਐにより、ڭҭの࣭の向上がٻ
められている。ֶྗ௿Լや格差などの՝୊をղ決するためにも、子ども一人ͻとり΁
のきめࡉかいର応が必要である。

（1）求められる能力の変化
౎ࢢ化やաૄ化のਐ行、Ո଒形ଶの変容、価値؍やライフスタイルのଟ様化、グロー
バル化、デジタル化などのࣾձのଟ様ੑや時代変化によって、ٻめられる能ྗが変化
している。子どもたちがそれͧれの可能ੑを৳͹し、ࣗら͑ߟ、行動していくڭҭの
必要ੑが高まっている。

（2）デジタル化
ICT環境がॆ実するなどڭҭのデジタル化がਐみ、さらに、新型コロφ΢イルス感છ
঱のӨڹがその活用に一ੴを౤じている（ྫɿGIG"スクール、プログラミングڭҭ、
デジタルڭՊॻの活用、Φンラインत業など）。

（3）家庭や地域社会の教育力の変化
౎ࢢ化や֩Ո଒化のਐ行等をഎܠに、Ոఉや஍Ҭࣾձのڭҭྗが変化し、子どものج
ຊ的な生活श׳のҭ੒等の面で、஍Ҭࣾձをॳめとするڭҭ΁の໛索がਐんでいる。

（4）教員の不足
、やझຯ、ライフスタイルの変化等により職業やಇき方がଟ様化しており؍人の価値ݸ
。Ҽしているىһෆ଍をڭ、化しࡶһのର応が൥ڭ

学校教育の充実1
テーマ
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（5）家庭環境の変化
Ոఉ環境やऔりרくঢ়گの変化によって、Ոఉഎܠにࠜ差したֶྗ格差も生まれてい
ると感じる。

 3　実現に向けた課題
（1）子どもに道徳観・倫理観を身に付けさせる教育の充実が必要である。

ᶃ	ಓಙ؍やྙ理؍श得のڭҭが଍りない。
ᶄ	ࣾ ձੑやର人コミュニέーション能ྗ等がෆ଍している。
ᶅ	఻౷จ化を大੾にするڭҭがॏ要である。
ᶆ	ྗޠࠃ（ಡղ、ޠኮ、ද現ྗ、ಡॻなど）を向上させるڭޠࠃҭが今ޙ、ますます
。められるٻ

（2）大人の価値観が多様化していることへの深い理解が必要である。
ᶃ	ଟ様ੑをଚॏする理ղがߋに必要である。
ᶄ	大人（อޢ者・先生など）΁のൃܒもؚめ、子どもと一ॹにֶͼ続ける必要ੑがあ
る。

（3）個性を伸ばす能力開発の機会と場が必要である。
ᶃ	体験・୳ֶٻशなどओ体的なֶͼをҭΉػձのॏ要ੑをೝ識する必要がある。
ᶄ	ICTを活用したڭҭをॆ実していくことが今ޙ、ますますٻめられる。
ᶅ	ࢧԉを要する子どもの૿Ճ܏向にର応する必要がある。

 4　施策の方向性
（1）命の大切さを再認識し、道徳教育・倫理教育を⾼め、コミュニケーション力を向上させ

ることのできる教育を充実させる。
（2）子どもに影響を与える周囲の大人に対し、子どもへの理解を深めるための学びの機会

を充実させる。
（3）生きる力や努力の大切さを育み、⾼め、一人ひとりの個性を尊重し伸ばす能力開発を推

進する。

テーマ 1 　学校教育の充実
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 5　具体的な取組
（1）命の大切さを再認識し、道徳教育・倫理教育を⾼め、コミュニケーション力を向上させ

ることのできる教育を充実させる。
ᶃ	͑ڭることのຊ࣭を࠶ೝ識したう͑で、ಓಙྙ理・ޠࠃ・コミュニέーション等に
ついて様々なڭҭ活動の中でֶͿػձを૿やす。
ᶄ	子どもಉ࢜でओ体的に話し合い、ともに理ղし合うことができるよう、ಓಙྙ理・
。ձを૿やすػҭ活動の中でֶͿڭコミュニέーション等について様々な・ޠࠃ
ᶅ	これらのऔ組のॆ実をਤっていくため、ڭһにରしてݚमࢼ験等を行う。
ᶆ	ڭޠࠃҭのߋなるڧ化をしていく（ಡղ、ޠኮ、ද現ྗ、ಡॻなど）。

（2）子どもに影響を与える周囲の大人に対し、子どもへの理解を深めるための学びの機会
を充実させる。
ᶃ	大人一人ͻとりがゆとりをもって子どもに接することができるよう、ڭһのಇき方
վֵをਪਐし、ݸの࣭ࢿ能ྗの向上をਤるための時間を֬อすることで、ゆとりを
もったࢦಋの実現をਤる。
ᶄ	อޢ者と子どもがֶߍ行事などのػձに、ߋなる交ྲྀを通して理ղがਂまるよう、อ
。Ճしやすい時間ઃఆなど、環境を工෉していくࢀ者がޢ
ᶅ	ڭһのֶͿҙ識をৢ੒し、ػձや時間を૿やす（ݚम・ࢼ験・ߨԋࢀՃ等）。

（3）生きる力を育み、⾼め、一人ひとりの個性を尊重し伸ばす能力開発を推進する。
ᶃ	子どもの能ྗ、ੑݸを活かすため、त業の୯ݩや内容によってのशख़౓ผֶशをߋ
にਪਐする。
ᶄ	ߍ外ֶश、ڠಇֶश、出લ事業などによりָしくऔり組めるようなत業を૿やす。
ᶅ	子どもಉ࢜での話し合いやディスΧッションを中৺としたओ体的ର話的にֶͿこと
のできるत業をॆ実していく。
ᶆ	ক来΁のر๬やເ΁の実現のため、ݟ通しをもたせるキϟリアڭҭをॆ実させる。
ᶇ	ࢧԉを要する子どもの૿Ճ܏向にର応し、ڭһのݚमや、ࢧԉһのߋなる૿Ճ・࿈
携をする。

テーマ 1 　学校教育の充実
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 6　参画と協働の推進
（1）さまざまな経験を持つ地域の人が教育をサポートする。

ᶃ	ۙ した出લ事業やྗڠなどとֶࢲ、ࣾࣉ、業0#・0G、大ֶ生、大使ؗا業やاྡ
。๛かな感डੑをҭΉ、͛޿໺をࢹձをॆ実させ、子どものػ外ֶश、交ྲྀߍ

（2）地域社会全体での学校教育を推進する。
ᶃ	஍Ҭࣾձશ体で஍Ҭのڭҭྗの向上をਤるため、ֶߍと஍Ҭ（ொձ・࣏ࣗձ、ا業
など）の࿈携・ڠಇをਪਐする。
ᶄ	子どもにߋにدりఴい、共にֶͼ੒௕していくようなڭҭをਪਐする。

（3）保護者や学校に近い人以外の意見や考えを聞くことができる機会を増やし広報・宣伝を
徹底してもらう。
ᶃ	子どもの可能ੑや価値؍などを͛޿るため、อޢ者が先生はもとより஍Ҭの方やあ
らゆる෼໺の専門Ո等とҙݟを交わすػձを創出し、子どもが様々な෺事のڵຯ・
ؔ৺を持ちやすい環境を࡞る。

テーマ 1 　学校教育の充実
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「誰もが安心して子育てできるよう、地域がつながり、港区ならではの支援がいき渡るま

ち」
೰みやෆ҆を๊͑、困っているときにࣗら助けの੠をあ͛ることができ、஍Ҭでおޓ
いに͑ࢧ合い・助け合うことができるまちを目ࢦす。
ԉがす΂ての人にいき౉るよう、行੓からࢧでडけることができるอҭ・子ҭて۠ߓ
のे෼な情報のൃ信や、஍Ҭと࿈携して͑ࢧあう子ҭてができるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
共ಇきの૿Ճ、情報աଟ、গ子化などにより、子ҭてࢧԉのॆ実やࢧԉのଟ様ੑがٻ
められている。
஍Ҭのつながりがرബ化し、子ҭてがݽ立している。

（1）共働きの増加
Ո଒のあり方やಇき方の変化、ঁੑの就࿑、ワーク・ライフ・バランスの変化、価値
。やライフスタイルのଟ様化などさま͟まな要Ҽによって、共ಇきが૿Ճしている؍

（2）情報過多
スマートフォンやタϒレット、SNSなどのීٴによってさま͟まな情報がඈͼ交って
いる。

（3）少子化
子ҭてՈఉをऔりרくঢ়گやՈ଒の形ଶも大きく変化するとともにଟ様化し、ඇ婚、൩
婚化など、出生཰௿Լなどがগ子化にӨڹを༩͑ていると͑ߟられている。

（4）地域のつながりの希薄化
ۙ所付き合いがرബ化し、೔ৗ的な஍Ҭにおける交ྲྀのػձがݮগしている。

（5）子育て家庭の孤立
౎ࢢ化や֩Ո଒化、஍Ҭの人間ؔ܎のرബ化等による子ҭて中の਌のҭࣇ΁のෆ҆感
や、ෛ୲感の૿大によって、子ҭてՈఉのݽ立化がਐΉ。

（6） ⾼齢化及び⾼齢者の孤立
高ྸ化がਐΉとともに、高ྸ者のݽ立化がݒ念される。

保育・子育て支援サービスの
充実2

テーマ
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 3　実現に向けた課題
（1）子育ての悩みを相談できる場が十分でない。

ᶃ	行੓ࢧԉをす΂ての人（特に情報ऑ者）にൃ信するためのൃ信方๏、工෉が必要で
ある。
ᶄ	子どものൃୡなどݸผの೰みについて૬ஊできる૭ޱサービスをॆ実させる必要が
ある。

（2）保育内容をより充実させる必要がある。
ᶃ	۠ 内のอҭԂの࣭の向上をਤるため、公立とࢲ立の࿈携の必要がある。
ᶄ	༡ͼを通したֶͿػձがे෼でない。

（3）家庭・保育施設・地域を結びつけるイベントが少ない。
（4）保育者の自己研鑽・教材準備・打ち合わせに十分時間が取れていない。

 4　施策の方向性
（1）安心して子育てできる港区ならではの支援や、助成に関する情報発信を強化する。
（2）区内の保育園・幼稚園の保育の質の向上のため、園の取組を共有していく。
（3）保育に集中できる環境にするために、ITなどを活用した業務の効率化を進め、保育士や

保護者の負担軽減を図る。

テーマ 2 　保育・子育て支援サービスの充実
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テーマ 2 　保育・子育て支援サービスの充実

 5　具体的な取組
（1）安心して子育てできる港区ならではの支援や、助成に関する情報発信を強化する。

ᶃ	೰みやෆ҆を๊͑困っている人にಧくよう、SNSなどを活用し、ൃ信ྗをڧ化する。
ᶄ	子ҭて世代΁のൃ信ͩけでなく、஍Ҭで子ҭてを͑ࢧられるよう、஍Ҭにきちんと
情報をམとしていく。

（2）区内の保育園・幼稚園の保育の質の向上のため、園の取組を共有していく。
ᶃอҭԂ・༮ஓԂそれͧれが、อҭの࣭を向上できるよう、อҭ内容の͑ݟる化や共
༗にՃ͑、交ྲྀػձを૿やすऔ組をਐめる。
ᶄೝ可外ࢪઃにରして、必要なࢦಋ・؂ಜを行う。
ᶅපࣇ、පࣇޙอҭなどのडೖれをॆ実させる。

（3）保育に集中できる環境にするために、ITなどを活用した業務の効率化を進め、保育士や
保護者の負担軽減を図る。
ᶃ	อҭ࢜・༮ஓԂڭ་やอޢ者のෛ୲ܰݮのため、ITなどを活用する。
ᶄ	۠ߓಠࣗの手ްいอҭ࢜の配ஔج४を続ける。

 6　参画と協働の推進
（1）地域団体やNPOなどの地域と連携した子育てを推進する。

ᶃ	஍Ҭとつながるػձをଟく࡞っていくため、஍Ҭஂ体やN10などを֤஍۠૯合ࢧ
所間でつな͛、อޢ者と子どもとの行事を஍Ҭで૿やしていく。
ᶄ	஍Ҭでอҭ・子ҭてにࢀՃするػձをつくるため、それͧれの෼໺（ݩอҭ࢜など）
のプロや特技を生かすऔ組をਐめる。
ᶅ	஍Ҭશ体で子ҭてを͑ࢧていくため、஍Ҭのボランティアの方などに子どもを༬け
るなどのऔ組をਐめる。
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
（1）「子育て家庭が安心して暮らせるよう、健康的で安心・安全に過ごせて助け合うまち」
（2）「地域社会の中で港区ならではの歴史文化に触れ、子どもが個性を伸ばせるまち」

す΂てのՈఉが҆৺して子ҭてができ、子どもが҆શに໌るく݈߁に੒௕できるよう、
必要なときに行੓ࢧԉや஍Ҭの助けをडけることのできる助け合いのまちを目ࢦす。
஍Ҭࣾձの中で۠ߓならではのྺ࢙จ化に৮れ、おޓいのੑݸをଚॏしೝめ合い、そ
のੑݸを৳͹すことのできるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
共ಇき世帯の૿Ճや஍Ҭのつながりのرബ化、新型コロφ΢イルス感છ঱の感છ֦大
等により、子ҭてՈఉがݽ立しやすく、価値؍や生活のଟ様化によりڭҭ格差もىこ
りやすい。

（1）共働きの増加
Ո଒のあり方やಇき方の変化、ঁੑの就࿑、ワーク・ライフ・バランスの変化、価値
。やライフスタイルのଟ様化などさま͟まな要Ҽによって、共ಇきが૿Ճしている؍

（2）地域のつながりの希薄化
ۙ所付き合いがرബ化し、೔ৗ的な஍Ҭにおける交ྲྀのػձがݮগしている。

（3）子育て家庭の孤立
౎ࢢ化や֩Ո଒化、஍Ҭの人間ؔ܎のرബ化等による子ҭて中の਌のҭࣇ΁のෆ҆感
や、ෛ୲感の૿大によって、子ҭてՈఉのݽ立化がਐΉ。

（4）家庭環境を取り巻く状況の変化
Ոఉ環境をऔりרくঢ়گの変化により、ڭҭの格差が生まれる場合がある。

子どもの健全な育成支援3
テーマ
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 3　実現に向けた課題
（1）大人の子どもへの理解が十分でない。

ᶃ	大人が子どもをਂく理ղし、子どものࢥいにدりఴう必要がある。
ᶄ	ೕ༮ࣇ時ظの਎体的、ਫ਼ਆ的、感情的੒௕のॏ要さの理ղがे෼でない。

（2）いじめ・ひきこもりへの理解や対応が十分でない。
ᶃ	子どものࣾձੑがଛなわれている。
ᶄ	いじめのૣظૣ・ݟൃظର応の体੍や、子どものいじめ΁の理ղがे෼でない。
ᶅ	਌子ともにͻきこもりになっているՈఉ΁のࢧԉがे෼でない。
ᶆ	อޢ者が૬ஊできる૬ஊ૭ޱが知られていない。

（3）子どもの居場所を拡充する必要がある。
ᶃ	子どもが҆৺して༡΂る場として、طଘの公Ԃやຽ間ビルの公։ۭ஍等をे෼に活
用できていない。
ᶄ	஍Ҭの࿈携がബい。

 4　施策の方向性
（1）子どもの主体性を理解・尊重するように、大人が柔軟に対応する。
（2）いじめ・ひきこもりへの理解を深め、子どもの社会性を育み、支援が必要な家庭へのケ

アや地域での見守りを推進する。
（3）民間施設の活用や地域と連携を推進し、子どもの健康的で安全な居場所をつくる。

テーマ 3 　子どもの健全な育成支援
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テーマ 3 　子どもの健全な育成支援

 5　具体的な取組
（1）子どもの主体性を理解・尊重するように、大人が柔軟に対応する。

ᶃ	大人の価値؍をॊೈにするため、֤஍۠૯合ࢧ所で大人のษڧձやݚमձなどを։
。する࠵
ᶄ	子どものੑݸを理ղするಇきかけをਐめていくため、大人（อޢ者・先生・஍Ҭॅ
ຽ等）と子どもとのミーティングの場をつくる。

（2）いじめ・ひきこもりへの理解を深め、子どもの社会性を育み、支援が必要な家庭へのケ
アや地域での見守りを推進する。
ᶃ	いじめ・ͻきこもりをૣݟൃظするため、ֶߍや஍Ҭでいじめ・ͻきこもり΁の理
ղをਂめるػձを࡞る。
ᶄ	۠ のࢧԉにつな͛やすくするため、いじめ・ͻきこもりを๊͑るՈ଒やຊ人が૬ஊ
しやすい૭ޱをઃஔする。
ᶅ	஍Ҭの੨গ೥ҭ੒ҕһやຽ生ҕһにܰؾに૬ஊできるよう、情報ൃ信していく。
ᶆ	子どものࣾձੑをҭΉため、ֶߍでいじめについて͑ߟるत業のॆ実や、いじめに
ついて͑ߟる೔・ि間を今以上にઃける。
ᶇ	ࢧԉが必要なՈఉ΁のέアをਐめていくため、ͻきこもり等にؔする਌子΁のௐࠪ
を行う。

（3）民間施設の活用や地域と連携を推進し、子どもの健康的で安全な居場所をつくる。
ᶃ	ֶ 、を活用し（公Ԃ、公։ۭ஍など、ࣾࣉ）やอҭԂ、஍Ҭでۭいているスϖースߍ
子どもಉ࢜で交ྲྀするػձを૿やし、時代にあった仕組みを検౼する。
ᶄ	子どもの݈߁的で҆શなډ場所を࡞っていくため、ఆ೥ޙのอҭ࢜や一౓Ҿୀした
อҭ࢜などが、஍Ҭでの子ҭてにࢀՃできる仕組みを࡞る。
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テーマ 3 　子どもの健全な育成支援

 6　参画と協働の推進
（1）地域と連携し見守り・子育てをする。

ᶃ	஍Ҭॅຽ、おళなどが子どもとؔわるػձをつくり、஍Ҭで࿈携して子ҭてをする。
ᶄ	஍Ҭのイϕントなどで、஍Ҭॅຽの方に子どものことを知るػձを࡞る。
ᶅ	஍Ҭのイϕントなどを、メールマΨジン等を活用して、ॅຽがௐ΂なくとも情報を
ೖ手できるようにする。
ᶆ	いじめ・ͻきこもりをૣݟൃظするため、஍Ҭでݟकりができるऔ組を行う。
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開催経過

ճ਺ ։࠵೔࣌ ಺༰

ୈ�ճ 令和4年10月6日（木）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہ঺հ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ ෼໺における現ঢ়と՝୊について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月20日（木）
18時30分～20時35分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ֶڭߍҭのॆ実」にؔするٞ࿦
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年10月27日（木）
18時30分～20時10分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「อҭ・子ҭてࢧԉサービスのॆ実」にؔす
るٞ࿦
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月10日（木）
18時30分～20時40分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「子どもの݈શなҭ੒ࢧԉ」にؔするٞ࿦
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年12月1日（木）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճʙ4ճ目の内容֬ೝについて
╚ まとめ方のઆ໌
╚ ఏݴ内容のϒラッシュアップ

ୈ�ճ 令和4年12月15日（木）
18時30分～20時30分

╚ 第5ճ目の内容֬ೝについて
╚ まとめ方のઆ໌
╚ ఏݴ内容のϒラッシュアップ

ୈ�ճ 令和5年1月12日（木）
18時30分～20時50分

╚ ఏݴॻ（Ҋ）について

ୈ�ճ 令和5年1月26日（木）
18時26分～20時45分

╚ ఏݴॻ（Ҋ）について
╚ ఏࣜݴについて
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